













1. は じ め に　
いかなる学問であろうと乱 それを学び研究しようとするときには，「そ
の学問が研究の対象とする特定の事象が，いつ発生しそのメカニズムがどの




































































効果や影響は，広告の送り手からは肯定的に評価される場合で あ っ て 乱　
「社会の秩序」に変化をもたらす以上，なんらかの「秩序維持の方策」がと












































































ィング・ミックス(4P) を効果的に 乱 マイナスにもするイメージ( 企業や
54
















































これによれば，6 部に分けられ33) 広告は第4 部のマ―ケティング・ミッ
クスの組み合わせに含まれている。さらに注意すべきは，同じ4 部に，マー

























































































4. 今後 へ の課 題 と展 望　
広告 研究 が体系 化 されな い理 由 とし ていろ いろ 指摘 さ れて きたが ，本稿 で
ぱ ，研究 の対 象 が研 究 者間 で共 通 の合 意が なさ れてい ない点 を あげ た。対 象
が多 岐 にわた る原 因を 整 理 す るこ とに より，い くつか の視 点が 設定 され てい
る現状を 把握 し ，今 後 へ の課題 とし て 次 の二 点を 指摘し たい。　
第1 は ，広告研 究 の視点を 明確 にす る こ とで ，研 究 の対 象を 明 らか にし て
・ゆ くこ とであ る。 これ に より，研究 相互 の対話 が期待 で き， 複雑 な広告 問題
の 解 明に展 望 が開け てゆ くと考 え られ る。　
第2 は，選 定 され た対象 につ い て，現 実に即 し て吟 味 を す る こ とであ る。
これ に よって ，す ぐれ て現 実 ，実践 と のか かお りを 強 くも ってい る広 告研究
を展 開して ゆ くこ とが でき るで あ ろ う。　
この よ うな方法 は ，広 告研 究 が ，戦略 志 向性を 内に もちつつ 展 開 され る こ
と を可 能に し よ う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1981 年11月4 日）
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